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細胞や細胞小器官の内部構造を、丸ごと高いコントラストで観察することは、細胞の機能と深い関わりを

持つ生体高分子の高次構造の解明に重要である。しかし、透過電子顕微鏡等これまでの顕微鏡技術で

は、マイクロメートルを超す厚みをもつ試料を、丸ごと３次元観察することは困難であった。 

Ｘ線は高い透過性をもち、厚い試料内部を非破壊で観察するのに優れている。我々は、コヒーレントＸ

線回折を利用したＸ線回折顕微法[1,2]を用いて、無染色のヒト染色体を３次元観察することに成功した

[3]。これは、エネルギーの高いＸ線を用いた、世界初の細胞小器官の３次元イメージングである。我々の

研究により、Ｘ線回折顕微法が厚みのある無染色の生体試料の内部構造を、高いコントラストで観察でき

ることが実証された。 

     

 

図 Ｘ線回折顕微法の概念図（左）とヒト染色体の輪切り像（右） 
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